（別紙様式）

全国自給飼料生産コンクール出品申込書

一般社団法人　日本草地畜産種子協会

会　長　　　　　　　　　　殿

（都道府県等経由）

住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　印

（団体の場合は団体名と代表者名）

貴協会主催の全国自給飼料生産コンクールに出品したく、必要書類を添えて申し込みます。

１　出品希望部門名　　：               　部門
２　出品財と経営の概況　　別記：１のとおり

３　全体概況調査票　　別記：２のとおり

４　出品財調査票　　別記：３のとおり

５　出品財の品質調査票　　別記：４のとおり

注１）１の出品希望部門は、飼料生産部門(永年牧草の部)、飼料生産部門(飼料作物の部)、放牧部門から選定して記入する。

注２）２の「別記：１」及び４の「別記：３」は、出品部門と作物に応じ、別添「出品部門と必要様式」から該当する様式を選定して記入する。
注３）５の「別記：４」は飼料生産部門のみ該当する様式を選定して記入する。
別添

出品部門と必要様式

	
	出　品　部　門

	様式

(別記)


	飼料生産部門

（永年牧草の部）
	飼料生産部門

（飼料作物(単年性)の部）
	放牧部門

	
	
	
	永年牧草の部
	飼料作物の部

	
	畜産経営

等
	飼料生産法人等
	畜産経営等
	飼料生産法人等
	耕種経営等
	公共牧場等
	畜産経営等
	公共牧場等
	畜産経営等

	別記１
	1-1
	○
	
	○
	
	
	○
	○
	○
	○

	
	1-2
	
	○
	
	○
	
	
	
	
	

	
	1-3
	
	
	
	
	(○)
生産者
	
	
	
	

	
	1-3-1
	
	
	
	
	(○)
(利用者)
	
	
	
	

	
	1-4
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	別記２
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	別記３
	3-1
	○
	○
	
	
	
	
	
	
	

	
	3-2
	
	
	○
	(○)
(単年性)
	(○)
(単年性)
	
	
	
	

	
	3-3
	
	
	
	(○)
(飼料稲)
	(○)
(飼料稲)
	
	
	
	

	
	3-4
	
	
	
	
	
	○
	
	○
	

	
	3-5
	
	
	
	
	
	
	○
	
	○

	別記４
	4-1
	○
	○
	(○)
(牧草)
	(○)
(牧草)
	(○)
(牧草)
	
	
	
	

	
	4-2
	
	
	(○)
(ﾄｳﾓﾛｺｼWCS・

ｲﾈWCS)
	(○)
(ﾄｳﾓﾛｺｼWCS・

ｲﾈWCS)
	(○)
(ﾄｳﾓﾛｺｼWCS・

ｲﾈWCS)
	
	
	
	

	
	4-3
	
	
	(○)
(飼料米)
	(○)
(飼料米)
	(○)
(飼料米)
	
	
	
	

	
	4-4
	
	
	(○)
(子実ﾄｳﾓﾛｺｼ・

ｲｱｺｰﾝｻｲﾚｰｼﾞ)
	(○)
(子実ﾄｳﾓﾛｺｼ・

ｲｱｺｰﾝｻｲﾚｰｼﾞ)
	(○)
(子実ﾄｳﾓﾛｺｼ・

ｲｱｺｰﾝｻｲﾚｰｼﾞ)
	
	
	
	


注１）別記１－３については出品者が生産者の場合に記入し、利用者の場合は１－３－１を記入する。
注２）別記３－２は単年性飼料作物の場合に記入し、イネWCS・飼料用米の場合は３－３を記入する。
注３）別記４－１、4－２、４－３、４－４は該当する飼料作物を選択して記入する。
　　　　　 

別記：１－１

出品財と経営の概況（飼料生産受託組織・耕種農家を除く）

氏名又は法人・団体名

	
	構成農家数(法人または団体の場合のみ)
	

	出品財の概況
	出品区分
	

	
	草種・品種
	
	利用形態
	

	
	出品ほ場面積（ａ）
	

	
	出品ほ場所在地
	

	
	出品ほ場の略図
	別途添付

	経営全体の概況
	飼養頭数
	区　分
	成　畜
	育成畜
	子　畜
	計

	
	
	乳（肉）用牛
	
	
	
	

	
	
	
	うち放牧頭数
	
	
	
	

	
	
	その他（豚・鶏等）
	
	
	
	

	
	
	
	うち放牧頭羽数
	
	
	
	

	
	労働力等
	区　分
	男
	女
	雇　用
	計

	
	
	労働従事人員
	
	
	
	

	
	
	主な作業内容
	
	
	
	

	
	
	農業従事日数
	
	
	
	

	
	区　分
	永年牧草
	１年生

牧　草
	とうもろこし
	ソルガム
	稲発酵

粗飼料
	その他

（　　　）
	計
	土地利用率

	
	
	
	うち放牧地面積
	
	
	
	
	
	
	

	
	飼料作物

作付面積(a)
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	うち

借地面積(a)
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	粗飼料の自給率（ＴＤＮ換算）：

	
	飼料の自給率（ＴＤＮ換算）：

	収 益 性
	経営全体
	粗収益(千円)：農業収入
	畜産部門
	農外収入
	計

	
	
	
	耕種部門
	
	

	
	
	農業支出
	畜産部門
	農外支出
	所得額
	所得率

	
	
	
	耕種部門
	
	
	

	
	
	負　債(千円)：

	
	
	家族労働力１人当たり年間所得額(千円)：

	
	畜産部門
	成牛(経産牛､繁殖牛)１頭あたり 年間所得額(千円)：

	
	
	　　　　　　　　同　　　　　　　生産コスト(円)：

	
	
	　　　　　　　　同　　　　　　　　　所得率(％)：

	
	
	　　　　　　　　同　　　飼養管理労働時間(時間)：

	
	
	(自給)飼料生産コスト(円/TDN㎏)：
	　※平均D.G.(kg/日)：

	生産技術等
	乳　用　牛
	肉　用　牛

	
	経産牛１頭当たり乳産量(㎏)
	平均分娩間隔

(ヵ月)
	平均産次数（産）
	平均乳脂率（％）
	平均無脂

固形分率(％)
	乳飼比（％）
	平均産次数（産）
	平均分娩間隔(ヵ月)
	平均子牛出荷月齢（ヵ月齢）
	子牛１日当たり増体重(㎏)

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


公共牧場について、飼養頭数の欄においては、自家保有牛は内数として(　)書きすること。

※は育成、哺育を行う公共牧場について記載のこと。
別記：１－２

出品財と経営の概況（飼料生産組織用(飼料生産受託組織を含む)）

	出品財の概況
	出品区分
	

	
	草種・品種
	
	利用形態
	

	
	受託ほ場面積（ａ）
	

	
	受託ほ場所在地
	

	
	受託ほ場の略図
	別途添付

	組織の概況
	組織の名称
	
	TEL
	

	
	組織の代表者名
	

	
	組織の設立年月
	

	
	組織の所在地
	

	
	組織の経営形態
	

	
	組織の略図
	別途添付

	経 営 全 体 の 概 況
	労働力等
	区　分
	男
	女
	雇　用
	計

	
	
	労働従事人員（人）
	
	
	
	

	
	
	主な作業内容
	
	
	
	

	
	
	農業従事日数（日）
	
	
	
	

	
	区　分
	設立時
	　　年
	　　年
	　　年
	　　年
	直近

	
	
	
	
	伸率（％）
	
	伸率（％）
	
	伸率（％）
	
	伸率（％）
	
	伸率（％）

	
	飼料生産延面積(ha)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	飼料供給又は受託戸数(戸)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	主要な受託作業
(受託組織の場合)
	

	
	区　分
	総　数
	うち畜産農家
	畜産農家

以外の農家
	農家以外
	その他

	
	
	
	酪農家
	肉用牛農家
	
	
	

	
	飼料生産

受託戸数(戸)
	
	
	
	
	
	

	
	区　分
	牧　草
	飼料作物
	稲わら

収穫
	堆肥

作業等
	液状きゅう肥散布
	TMR調製
	その他
	合　計

	
	
	永年生
	1年生
	とうもろこし
	ソルガム
	その他
	
	
	
	
	
	

	
	畜産農家、受託又は供給戸数(戸)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	受託又は作業面積(ha)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	総生産量(t)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平均単収(t/ha)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	(％)

利用形態
	乾　草
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	ｻｲﾚｰｼﾞ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	(ｈｒ／ｈａ) 

労働時間

単位当たり
	乾　草
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	ｻｲﾚｰｼﾞ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	作業割合(％)
	播種から

収穫調製
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	収穫調製

のみ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	全作業
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	(円／ｈａ･ｈｒ・ｔ)

利用又は供給料金
単位当たり
	乾　草
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	ｻｲﾚｰｼﾞ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	収 益 性
	区　分
	飼料関係受託作業
（飼料販売収入）
	飼料関係以外の

農業受託作業
（販売収入）
	農業関係以外
	補助金等
	その他
	合計①

	
	収入(千円)
	
	
	
	
	
	

	
	区　分
	人件費
	減価償却費
	修繕費
	資材費
	借入返済金
	租税公課
	その他
	合計②

	
	
	常勤
	臨時
	計
	
	
	
	
	
	
	

	
	支出(千円)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	収支①－②(千円)
	

	将来計画
	


別記：１－３

出品財と経営の概況（耕種農家・耕種農家集団用）

氏名又は法人・団体名

	
	構成農家数(法人または団体の場合のみ)
	

	出品財の概況
	出品区分
	

	
	品種
	
	利用形態
	

	
	出品ほ場面積（ａ）
	

	
	出品ほ場所在地
	

	
	出品ほ場の略図
	別途添付

	経営全体の概況
	耕種概況
	作物名
	飼料用米
	稲発酵

粗飼料
	〇〇〇
	〇〇〇
	その他
	計
	土地利用率

	
	
	作付面積(a)
	
	
	
	
	
	
	％

	
	
	
	うち
借地面積(a)
	
	
	
	
	
	
	

	
	労働力等
	区　分
	男
	女
	雇　用
	計

	
	
	労働従事人員
	
	
	
	

	
	
	主な作業内容
	
	
	
	

	
	
	農業従事日数
	
	
	
	

	
	飼料稲
	稲発酵粗飼料
	品種名
	
	
	
	

	
	
	
	面積(a)
	
	
	
	

	
	
	飼料用米
	品種名
	
	
	
	

	
	
	
	面積(a)
	
	
	
	

	収益性
	経営全体
	粗収益(千円)：農業収入
	飼料稲
	農外収入
	計

	
	
	
	その他
	
	

	
	
	農業支出
	飼料用稲
	
	農外支出
	所得額
	所得率

	
	
	
	その他
	
	
	
	

	
	
	負　債(千円)：

	
	
	家族労働力１人当たり年間所得額(千円)：

	
	飼料稲部門
	１０ａ当たり 年間所得額(千円)：

	
	
	　　　同　　　 生産コスト(円)：

	
	
	　　　同　　　　 　所得率(％)：

	
	
	　　　同　　　　労働時間(時間)：

	
	
	　TDN1kg当たり生産コスト：

	単収
	作物名
	
	
	
	
	
	

	
	当該農家
	
	
	
	
	
	

	
	近隣平均
	
	
	
	
	
	


注：１）飼料稲部門の収益性欄の所得額は、水田活用のための補助金を加えて計算し、(　)書きでその補助金額を記入すること。
　  ２）出品財が飼料用米又は稲WCSであって、この飼料用稲の出荷先が個別の畜産経営体の場合は、その畜産経営体と併せて出品することができることとし、その畜産経営体と経営の概況について別記1-3-1、1-4として記入すること。

別記：１－３－１

経営の概況（稲WCSまたは飼料用米利用経営体）

経営体の類型

氏名又は法人・団体名

	
	構成農家数(法人または団体の場合のみ)
	

	経営の特徴
	稲WCS及び飼料用米を利用して特徴ある畜産物を生産している等の経営の特徴を記入すること。


	経営全体の概況
	飼養

頭羽数
	区　分
	成　畜(　　)
	育成畜(　　)
	子　畜(　　)
	計

	
	
	乳（肉）用牛
	
	
	
	

	
	
	その他（豚・鶏等）
	
	
	
	

	
	労働力等
	区　分
	男
	女
	雇　用
	計

	
	
	労働従事人員
	
	
	
	

	
	
	主な作業内容
	
	
	
	

	
	
	農業従事日数
	
	
	
	

	
	区　分
	永年牧草
	１年生

牧　草
	とうもろこし
	ソルガム
	稲発酵

粗飼料
	その他

（　　　）
	計
	土地利用率

	
	飼料作物

作付面積(a))
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	粗飼料の自給率（ＴＤＮ換算）：

	
	飼料の自給率（ＴＤＮ換算）：

	
	年間飼料必要量（粗飼料：濃厚飼料別）のうち別記1-3記入農家・団体からの購入量



	収 益 性
	経営全体
	粗収益(千円)：農業収入
	畜産部門
	農外収入
	計

	
	
	
	耕種部門
	
	

	
	
	農業支出
	畜産部門
	農外支出
	
	所得額
	
	所得率
	

	
	
	
	耕種部門
	
	
	
	
	
	

	
	
	負　債(千円)：

	
	
	家族労働力１人当たり年間所得額(千円)：

	
	畜産部門
	成牛(経産牛､繁殖牛)、肥育豚、成鶏１頭（羽）あたり 年間所得額(千円)：

	
	
	　　　　　　　　同　　　　　　　生産コスト(円)：

	
	
	　　　　　　　　同　　　　　　　　　所得率(％)：

	
	
	　　　　　　　　同　　　飼養管理労働時間(時間)：

	
	
	(自給)飼料生産コスト(円/TDN㎏)：
	　別記1-3記載農家・団体からの購入飼料単価（円/TDNkg）

	※生産技術等
	乳　用　牛
	肉　用　牛（繁殖）

	
	経産牛１頭当たり乳産量(㎏)
	平均分娩間隔

(ヵ月)
	平均産次数（産）
	平均乳脂率（％）
	平均無脂

固形分率(％)
	乳飼比（％）
	平均産次数（産）
	平均分娩間隔(ヵ月)
	平均子牛出荷月齢（ヵ月齢）
	子牛１日当たり増体重(㎏)

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※肥育牛、豚、鶏については、乳用牛・肉用牛（繁殖）に準じて作成すること。

別記１－４
出品財と経営の概要（共通）
	１．出品財の概要（出品財の特徴について、200字程度で記述すること。）

	２．経営の概要（経営の特徴について、200字程度で記述すること。）


注：耕種経営にあっては、飼料の供給先である畜産経営との結びつきについても記述すること。

別記：２

全 体 概 況 調 査 票（共通）
	記入者：
	出品者名：

	住　所：

	自然条件
	平均気温：　　　　　　　始霜：　　　　　　　　　　終霜：

標　　高：　　　　　　　地形概況：

土 壌 型：　　　　　　　土壌の厚さ：

	飼料作物の作付面積及び単収(kg/10a)
	草種・品種
	
	
	
	
	
	

	
	面積(ha)

うち採草

うち放牧

うち兼用
	
	
	
	
	
	

	
	経営全体単収(kg/10a)
	
	
	
	
	
	

	
	近隣平均単収(kg/10a)
	
	
	
	
	
	

	永年牧草地の播種後経過年数

（％）
	４年以内
	５～８年
	９～１２年
	１３年以上
	永年牧草地面積計（ha）

	機　械
	トラクター
	馬力数(ps)
	台数
	馬力数(ps)
	台数
	馬力数(ps)
	台数

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	収穫用作業機
	名称
	台数
	名称
	台数
	名称
	台数

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他作業機
	名称
	台数
	名称
	台数
	名称
	台数

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	施　設
	サイロ
	種類
	容積(m3)
	種類
	容積(m3)
	種類
	容積(m3)

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ふん尿処理
	堆肥舎(屋根付)
	ｍ2
	堆肥盤(屋根なし)
	ｍ2
	尿貯留槽
	ｍ3

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他
	（種類と大きさを記入）

	
	牛舎構造
	

	家畜ふん尿処理の特徴と還元・配付先：

	地域畜産等における経営管理技術等の貢献度：

（優良事例として、地域畜産等に貢献している技術等の普及効果を記述する。）

	将来の経営目標：

	調査員の総評（コメント）：


注：耕種農家にあっては、「飼料作物の作付面積及び年収（kg/10a）欄は、飼料用米、稲WCSに分け、各々の品種について記載すること。また、家畜ふん尿処理関係等の該当しない部分は記載の必要はない。

別記：３－１

出 品 財 調 査 票

（飼料生産部門(永年牧草の部)）

	記入者：
	出品者名：

住　　所：

	管理概況

永年牧草地
	草種・品種：

播　種　年：

追　　　播：無

　　　　　　有（対象草地、追播草種・品種、時期方法等）

	土壌分析の結果（土壌分析センターでの分析結果表を添付）

	施肥管理
	区　分
	施用量

（kg/10a）
	施用面積
	成分量
	堆厩肥の生産：

・堆肥の生産量

・散布先

・散布方法



	
	
	
	
	Ｎ
	Ｐ
	Ｋ
	Ｍｇ
	

	
	化成

肥料
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	燐酸資材
	
	
	
	
	
	
	

	
	炭カル
	
	
	
	
	
	
	

	
	堆肥
	
	
	
	
	
	
	

	
	尿
	
	
	
	
	
	
	

	雑草管理
	雑草の発生状況：

	
	病害虫の発生状況：

	
	雑草除去の方法・実施時期：

	(kg/10ａ)

収量と刈取時期※
	番　草
	収量（生草）
	収穫調製後全体ＴＤＮ収量

（分析方法：　　　）

	
	
	１番
	２番
	３番
	４番以降
	計
	乾草
	サイレージ
	その他

	
	当該ほ場

（刈取り時期）
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)

	
	当該農家

（刈取り時期）
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)

	
	市町村平均

（刈取り時期）
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)
	(　　　　)

	飼料分析の結果

（結果表を添付）
	飼料分析は成分（水分、粗蛋白、粗脂肪、粗繊維、ＡＤＦ、ＮＤＦ、粗灰分）、

ＴＤＮについて必ず実施すること。（分析依頼先、分析方法を記載）

	労働時間※
(時間／10ａ)

作業を外部委託

   している場合は

   その旨明記する

   こと
	作物名
	耕起・整地
	播種
	施肥・管理
	収穫・調製
	合計

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	（円／ＴＤＮ㎏）

自給飼料生産コスト※
	作物名
	労働費
	肥料費
	種子・

薬品費
	その他

資材費
	償却費
	償却費
	機械

ﾘｰｽ料
	借地料
	その他
	合計

	
	
	
	
	
	
	（施設）
	（機械）
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	合　計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	栽培上の創意工夫※
新技術等の活用　　　：

飼料生産計画と研究心：


※出品財の収量は原則として坪刈り又はロール個数及び重量等から算定すること。また、「労働時間」及び「自給飼料生産コスト」は、出品財のものであることがわかるように作物名に○を付すること。併せて、「栽培上の創意工夫」も出品財について記載すること。
別記：３－２

出 品 財 調 査 票

（飼料生産部門(飼料作物（単年生）の部)）

	記入者：
	出品者名：

住　　所：

	耕種概況

単年生作物
	草種・品種
	
	
	作付体系：

	
	耕起
	月　　　　日
	月　　　　日
	

	
	砕土整地
	回
	回
	

	
	播種月日
	月　　　　日
	月　　　　日
	

	
	播種量
	Kg／10a
	Kg／10a
	

	土壌分析の結果（土壌分析センターでの分析結果表を添付）

	施肥管理
	区　分
	施用量

（kg/10a）
	施用面積
	成分量
	堆厩肥の生産・利用：

・堆肥の生産・利用量

・散布先

・散布方法

	
	
	
	
	Ｎ
	Ｐ
	Ｋ
	Ｍｇ
	

	
	化成

肥料
	
	
	
	
	
	
	
	


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	燐酸資材
	
	
	
	
	
	
	

	
	炭 カ ル
	
	
	
	
	
	
	

	
	堆　　肥
	
	
	
	
	
	
	

	
	　 尿
	
	
	
	
	
	
	

	雑草管理
	雑草の発生状況：

	
	病害虫の発生状況：

	
	中耕等の雑草除去の方法・実施時期：

	(kg/10ａ)

収量と刈取時期※
	草　種
	収量（生草重量、飼料用米は籾重量）
	収穫調製後のＴＤＮ収量

（分析方法：　　　　　　　　　）

	
	
	
	
	計
	乾草
	サイレージ
	その他

	
	当該ほ場

（刈取り時期）
	(　　　　 　)
	(　　　　 　)
	(　　　　 　)
	(　　　 　　)
	(　　　　 　)
	(　　 　　　)

	
	当該農家

（刈取り時期）
	(　　　 　　)
	(　　　 　　)
	(　　　　 　)
	(　　　 　　)
	(　　　 　　)
	(　　　 　　)

	
	市町村平均

（刈取り時期）
	(　　　　 　)
	(　　　 　　)
	(　　　 　　)
	(　　　 　　)
	(　　　 　　)
	(　　　 　　)

	飼料分析の結果

（結果表を添付）
	飼料成分（水分、粗蛋白、粗脂肪、粗繊維、ＡＤＦ、ＮＤＦ、粗灰分）、

ＴＤＮについて必ず実施すること。（分析依頼先、分析方法を記載）

	労働時間※
(時間／10ａ)

作業を外部委託

   している場合は

   その旨明記する

   こと
	作物名
	耕起・整地
	播種
	施肥・管理
	収穫・調製
	合計

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	（円／ＴＤＮ㎏）

自給飼料生産コスト
	作物名
	労働費
	肥料費
	種子・

薬品費
	その他

資材費
	償却費
	償却費
	機械

ﾘｰｽ料
	借地料
	その他
	合計

	
	
	
	
	
	
	（施設）
	（機械）
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	合　計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	栽培上の創意工夫※
新技術等の活用　　　：

飼料生産計画と研究心：


※出品財の収量は原則として坪刈り又はロール個数及び重量等から算定すること。また、「労働時間」及び「(自給)飼料生産コスト」は、出品財のものであることがわかるように作物名に○を付すること。併せて、「栽培上の創意工夫」も出品財について記載すること。
別記：３－３

出 品 財 調 査 票

（飼料生産部門(飼料作物（単年生）の部 飼料稲用)）

	記入者：
	出品者名：

住　　所：

	飼料稲耕種概況
	草種・品種
	作付体系：

	
	・播種または移植の方法及びその実施時期

・殺虫剤、殺菌剤、除草剤の施用薬剤名と施用時期



	土壌分析の結果（土壌分析センターでの分析結果表を添付）

	施肥管理
	区　分
	施用量

（kg/10a）
	施用面積
	成分量
	堆厩肥の利用：

・堆肥の利用量

・散布先

・散布方法

・調達先



	
	
	
	
	Ｎ
	Ｐ
	Ｋ
	Ｍｇ
	

	
	化成

肥料
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	燐酸資材
	
	
	
	
	
	
	

	
	炭 カ ル
	
	
	
	
	
	
	

	
	堆　　肥
	
	
	
	
	
	
	

	
	　 尿
	
	
	
	
	
	
	

	雑草の発生状況：

	病害虫の発生状況：

	中耕等の雑草除去の方法・実施時期：

	(kg/10ａ)

収量と刈取時期※
	品種名
	収量（生草重量、飼料用米は籾重量）
	収穫調製後のＴＤＮ収量

（分析方法：　　　　　　　　　）

	
	
	
	
	計
	
	
	

	
	当該ほ場

（刈取り時期）
	(　　　　 　)
	(　　　　 　)
	(　　　　 　)
	(　　　 　　)
	(　　　　 　)
	(　　 　　　)

	
	市町村平均

（刈取り時期）
	(　　　　 　)
	(　　　 　　)
	(　　　 　　)
	(　　　 　　)
	(　　　 　　)
	(　　　 　　)

	飼料分析の結果

（結果表を添付）
	飼料成分（水分、粗蛋白、粗脂肪、粗繊維、ＡＤＦ、ＮＤＦ、粗灰分）、

ＴＤＮについて必ず実施すること。（分析依頼先、分析方法を記載）

	労働時間※

(時間／10ａ)

作業を外部委託

   している場合は

   その旨明記する

   こと
	作物名
	耕起・整地
	播種
	施肥・管理
	収穫・調製
	合計

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	（円／ＴＤＮ㎏）

自給飼料生産コスト
	作物名
	労働費
	肥料費
	種子・

薬品費
	その他

資材費
	償却費
	償却費
	機械

ﾘｰｽ料
	借地料
	その他
	合計

	
	
	
	
	
	
	（施設）
	（機械）
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	合　計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	栽培・調製上の創意工夫※

新技術等の活用　　　：

飼料生産計画と研究心：

収穫物の保管方法及び保管場所：
収穫物の供給先　　　：


※出品財の収量は原則として坪刈り又はロール個数及び重量等から算定すること。また、「労働時間」及び「(自給)飼料生産コスト」は、出品財のものであることがわかるように作物名に○を付すること。併せて、「栽培上の創意工夫」も出品財について記載すること。
別記３－４
出 品 財 調 査 票

（放牧部門(公共牧場等)）

	記入者：
	出品者名：

住　　所：

	公共牧場等の概況
	総面積　　　　　　　　　 ha

　　うち放牧地　　　　　　ha(牧区数　　　)

　　うち採草地　　　　　　ha

　　うち兼用草地　　　　　ha

　　うち野草地　　　　　　ha

　　うち林間放牧地　　　　ha
	放牧頭数　　　　　　　　頭

　乳用牛　　　　　　　　頭　　肉用牛　　　　　　　　頭

　　　うち成牛　　　　 　頭　　　　うち成牛　　　　 　頭

　　　うち育成牛　　　 　頭　　　　うち育成牛　　　 　頭

　　　うち子牛　　　　 　頭　　　　うち子牛　　　　 　頭

	
	放牧期間　　／　　～　　／　　（　　日間）
	利用農家戸数　　　　　　戸

	
	預託料

乳用牛成牛　　　　　　　円／日・頭　　　　肉用牛成牛　　　　　　　円／日・頭

育成牛　　　　　　　円／日・頭　　　　　　育成牛　　　　　　　円／日・頭

子牛　　　　　　　　円／日・頭　　　　　　　子牛　　　　　　　円／日・頭

	
	常勤従業員数　　　　　　　　　　　　　　　名

運営費に占める人件費　　　　　　　　　　％

	
	補助飼料給与量　　　　　　　　　　kg／頭／日

	草地の管理概況
	牧草地の整備・更新状況（最近３年間）

	
	区　分
	平成　　　年
	平成　　　年
	平成　　　年

	
	施行面積
	ha
	ha
	ha

	
	草種名
	
	
	

	
	自力・補助事業の区分
	
	
	

	
	牧草地の収量・牧養力等

	
	区　分
	面積（ha）
	主要草種
	刈取回数

（掃除刈含む）
	収量又は牧養力

	
	放牧専用地
	
	
	
	ＣＤ(成牛換算頭数・日/ha)

	
	採草専用地
	
	
	
	kg/ha

	
	兼用地
	
	
	
	採草収量　　　　　　　　　放牧回数

　　　kg/ha　　　　　　　　　　　回

	
	野草地
	
	
	
	放牧回数

	
	牧草地の施肥管理（更新を除く）

	
	区　分
	肥料名
	施肥時期
	施肥量

（kg/ha）
	肥料名
	施肥時期
	施肥量

（kg/ha）

	
	放牧専用地
	
	
	
	
	
	

	
	採草専用地
	
	
	
	
	
	

	
	兼用地
	
	
	
	
	
	

	収支概況
	（ふれあい部門は除く）

収入　　　　　　　　　　　　　　　　千円

事業収入　　　　　　　　　　　　　千円

事業外収入　　　　　　　　　　　　千円
	（ふれあい部門は除く）

支出　　　　　　　　　　　　　　　　千円

事業費用　　　　　　　　　　　　　千円

事業外費用　　　　　　　　　　　　千円

事業費負担金等　　　　　　　　　　千円

	生産技術等
	平均１日当たり増体重　　　　　　　kg／頭・日

受胎率

人工授精　　　　　　　　　　　　　　　　％

まき牛　　　　　　　　　　　　　　　　　％

ＥＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　％

事故率　　　　　　　　　　　　　　　　　　％

疾病の発生頭数（治療を要したもののみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頭

疾病によるへい死・廃用頭数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頭

事故の発生状況（治療を要したもののみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頭

事故によるへい死・廃用頭数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頭

	運営上の工夫

公共牧場等
	（傾斜牧区の管理利用の工夫、放牧馴致、体重測定、種付け、雑草対策、別飼法の採用、放牧衛生、事故防止、

利用農家の協力体制、将来の計画、等にかかる牧場の工夫について記述。）


別記：３－５
出 品 財 調 査 票

（放牧部門(経営内放牧)）

	記入者：
	出品者名：

住　　所：

	放牧技術の内容
	

	放牧地管理の概況
	整備、更新、追播状況

	
	区　分
	平成　　年
	平成　　年
	平成　　年
	平成　　年

	
	整備・更新(ha)
	
	
	
	

	
	追播(ha)
	
	
	
	

	
	草種名
	
	
	
	

	
	採草・放牧地の概況と施肥管理

	
	区　分
	面　積

（ha）
	施肥管理（年間）

	
	
	
	肥料名
	施肥時期
	施肥量

（kg/ha）
	肥料名
	施肥時期
	施肥量

（kg/ha）

	
	放牧専用地
	
	
	
	
	
	
	

	
	採草専用地
	
	
	
	
	
	
	

	
	兼用地
	
	
	
	
	
	
	

	
	野草地
	
	
	
	
	
	
	

	
	水田
	
	
	
	
	
	
	

	
	耕作放棄地
	
	
	
	
	
	
	

	経営内放牧の実施状況
	家畜の種類
	成　牛
	育成牛
	子　牛
	計

	
	放牧実頭数(平均)(頭)
	
	
	
	

	
	放牧実面積（ha）
	
	
	
	

	
	放牧期間(日数)(日)
	
	
	
	

	
	放牧延頭数（頭）
	
	
	
	

	
	ha当たり放牧実頭数(頭/ha)
	
	
	
	

	放牧方法等
	放牧の区分
	種類
	搾乳中、　　肉用繁殖牛、　　育成牛(乳用、肉用)

	
	
	形態
	周年、　　季節、　　昼夜、　　時間制限

	
	
	方法
	輪換、　　固定

	
	牧柵の種類
	

	
	季節の場合の期間
	月　　　　　日ごろから　　　　　月　　　　　日ごろまで　　　日間

	
	輪換の場合の手法
	牧区数：
	１牧区平均面積：　　　　　　　　　　ha

	
	
	１牧区当たり平均放牧頭数：　　　　　頭
	１牧区一回当たりの放牧日数：　　　　日

	
	繁殖方法
	人工採精：　　　　　 　％、まき牛：　　 　　　　％、その他：　　 　　　　％

	
	牧養力等
	肉用牛又は

乳用育成牛
	区分
	牧草地
	野草地

	
	
	
	牧養力(成牛換算)
	ＣＤ
	ＣＤ

	
	
	
	日増体重
	kg/日
	kg/日

	
	
	搾乳牛
	放牧中の平均乳量(kg/日・頭)
	放牧地当たりの平均搾乳量(kg/ha・年)

	
	
	
	
	

	放牧実施上の創意工夫

新技術等の活用：

放牧計画と研究心：

（公共牧場等共同利用の放牧地による放牧を実施している場合には、別途、公共牧場等にかかる出品財調査票を

作成すること。併せて、草地協会の放牧畜産基準認証申請・取得の有無、申請意向について記載する。）


別記：４－１
出品財の品質調査票（飼料生産部門：牧草）

	記入者：
	出品者名：

	草種・品種(番草)：

	調　　製　　品　　の　　品　　質
	階　　級
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	
	サイレージの発酵品質

	
	
	従来型サイレージ（タワーサイロ、バンカーサイロ等）

	
	
	
	・水　　　　　 　分
	　　　　　　％
	· 　ｐH　　　　　 　
	

	
	
	
	・色　　　　　 　沢
	明黄緑色
	黄緑色
	Ｂより若干の

褐色を帯びる
	黄褐色
	褐　色

	
	
	
	・香　　　　　 　味
	快甘酸臭
	甘酸臭
	甘酸なるも若干刺激臭・不快酸臭
	僅かにｱﾝﾓﾆｱ臭・かび臭を伴う
	ｱﾝﾓﾆｱ臭・かび臭を伴う

	
	
	
	・触　　　　　 　感
	さらっとして清潔
	ＡとＣの中間
	軽い粘性
	ＣとＥの中間
	粘性・発熱・

発かびあり

	
	
	ラップサイレージ（ロールベーラー等）

	
	
	
	・水　　　　　 　分
	　　　　　　％
	· 　ｐH
	

	
	
	
	・ロール密閉度
　
	適　当
	ＡとＣの間
	やや劣る
	ＣとＥの中間
	悪　い

	
	
	
	・色　　　　　 　沢
	明黄緑色
	黄緑色
	Ｂより若干の

褐色を帯びる
	黄褐色
	褐　色

	
	
	
	・香　　　　　 　味
	快甘酸臭
	甘酸臭
	甘酸なるも若干刺激臭・不快酸臭
	僅かにｱﾝﾓﾆｱ臭・かび臭を伴う
	ｱﾝﾓﾆｱ臭・かび臭を伴う

	
	
	
	・触　　　　　 　感
	さらっとして清潔
	ＡとＣの中間
	軽い粘性
	ＣとＥの中間
	粘性・発熱・

発かびあり

	
	乾草の品質

	
	
	
	乾　　　草

	
	
	
	・葉部割合
イネ科主体

まめ科主体
	５０％以上

４０％以上
	３５～４９

２５～３９
	２０～３４

１５～２４
	１０～１９

　５～１４
	９％以下

５％以下

	
	
	
	・緑　　　　　　度
	７０％以上
	５５～６９
	４０～５４
	２５～３９
	２４

	
	
	
	・まめ科混入(混播)
	あり
	ややあり
	なし

	
	
	
	・水　　　　　　分
	％

	
	
	
	・触　　　　　　感
	柔軟で弾力性のあるもの
	ＡとＣの中間
	やや柔軟弾力性に欠ける
	ＣとＥの中間
	粗鋼で弾力の

ないもの

	
	
	
	・かび乾草ムラ香気
	かび、ムラがなく快い甘い芳香
	ＡとＣの中間
	かび臭とムラが少しあるもの
	ＣとＥの中間
	かび、ムラが

ひどいもの

	
	
	
	・雑草夾雑物の混入
	なし
	僅かにあり

（２～３％）
	若干あり

（４～５％）
	少々あり

（１０％以下）
	多い

（１０％以上）


注１）該当部分に○を付けるとともに、飼料分析の結果表を添付すること。

２）記入する調製品の種類は自由とし、２つ以上の調製品について記入している場合は、採点結果の高いものを審査の対象とする。

３）２回以上刈取りを行う飼料作物の場合は、できる限り１番草のものを記載すること。
別記：４－２

出品財の品質調査票（飼料生産部門：トウモロコシサイレージ・飼料用稲ＷＣＳ）
	記入者：
	出品者名：

	飼料作物・品種：

	
	階　　級
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	
	トウモロコシサイレージの発酵品質

	
	
	従　来　型（タワーサイロ、バンカーサイロ等）

	
	
	
	・水　　　　　 　分
	　　　　　　％
	· 　ｐH　　　　　 　
	

	
	
	
	・刈り取り時期
	黄　熟　期
	ＡとＣの中間
	糊　熟　期

完　熟　期
	乳　熟　期
	未　乳　熟



	
	
	
	・色　　　　　 　沢
	明黄緑色
	黄緑色
	Ｂより若干の

褐色を帯びる
	黄褐色
	褐　色

	
	
	
	・香　　　　　 　味
	快甘酸臭
	甘酸臭
	甘酸なるも若干刺激臭・不快酸臭
	強い酢酸臭もしくは苦み臭
	ｱﾝﾓﾆｱ臭・酪酸臭・かび臭を伴う

	
	
	
	・触　　　　　 　感
	さらっとして清潔
	ＡとＣの中間
	軽い粘性
	ＣとＥの中間
	粘性・発熱・

発かびあり

	
	
	ラップサイレージ（細断型ロールベーラー等）

	
	
	
	・水　　　　　 　分
	　　　　　　％
	· 　ｐH　　　　　 　
	

	
	
	
	・ロール密閉度
	適　当
	ＡとＣの間
	やや劣る
	ＣとＥの中間
	悪　い

	
	
	
	・刈り取り時期
	黄　熟　期
	ＡとＣの中間
	糊　熟　期

完　熟　期
	乳　熟　期
	未　乳　熟



	
	
	
	・色　　　　　 　沢
	明黄緑色
	黄緑色
	Ｂより若干の

褐色を帯びる
	黄褐色
	褐　色

	
	
	
	・香　　　　　 　味
	快甘酸臭
	甘酸臭
	甘酸なるも若干刺激臭・不快酸臭
	強い酢酸臭もしくは苦み臭
	ｱﾝﾓﾆｱ臭・酪酸臭・かび臭を伴う

	
	
	
	・触　　　　　 　感
	さらっとして清潔
	ＡとＣの中間
	軽い粘性
	ＣとＥの中間
	粘性・発熱・

発かびあり

	
	　飼料用稲ＷＣＳの発酵品質

	
	
	　ラップサイレージ（ロールベーラー等）

	
	
	・水　　　　　 　分
	　　　　　　％
	· 　ｐH　　　　　 　
	

	
	
	・ロール密閉度
	適　当
	ＡとＣの間
	やや劣る
	ＣとＥの中間
	悪　い

	
	
	・刈り取り時期
	黄　熟　期

糊　熟　期
	ＡとＣの中間
	乳　熟　期


	完　熟　期
	未　乳　熟

過　　　熟

	
	
	・色　　　　　 　沢
	明黄緑色
	黄緑色
	Ｂより若干の

褐色を帯びる
	黄褐色
	褐　色

	
	
	・香　　　　　 　味
	快甘酸臭
	甘酸臭
	甘酸なるも若干刺激臭・不快酸臭
	僅かにｱﾝﾓﾆｱ臭・かび臭を伴う
	ｱﾝﾓﾆｱ臭・かび臭を伴う

	
	
	・触　　　　　 　感
	さらっとして清潔
	ＡとＣの中間
	軽い粘性
	ＣとＥの中間
	粘性・発熱・

発かびあり


注１）該当部分に○を付けるとともに、飼料分析の結果表を添付すること。

２）記入する調製品の種類は自由とし、２つ以上の調製品について記入している場合は、採点結果の高いものを審査の対象とする。
別記：４－３
出品財の品質調査票（飼料生産部門：飼料用米）
	記入者：
	出品者名：

	品種：

	調　　製　　品　　の　　品　　質
	階　　級
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	
	飼料用米の品質

	
	
	籾米・玄米

	
	
	
	・水　　　　　 　分
	％

	
	
	
	・刈り取り時期
	完　熟　期
	ＡとＣの中間
	黄　熟　期
	ＣとＥの中間
	糊　熟　期

	
	
	
	・乾　燥　処　理
	機械乾燥
	
	立毛乾燥
	
	未　処　理

	
	
	
	・夾雑物の混入
	なし
	僅かにあり

（２～３％）
	若干あり

（４～５％）
	少々あり

（１０％以下）
	多い

（１０％以上）

	
	
	籾米サイレージ（ソフトグレイン）

	
	
	
	・水　　　　　 　分
	　　　　％
	・ｐH
	

	
	
	
	・刈り取り時期
	完　熟　期
	ＡとＣの中間
	黄　熟　期
	糊　熟　期
	乳　熟　期

	
	
	
	・香　　　　　 　味
	快甘酸臭

強いアルコール臭
	甘酸臭

アルコール臭
	甘酸なるも若干刺激臭・不快酸臭
	僅かにｱﾝﾓﾆｱ臭・かび臭を伴う
	ｱﾝﾓﾆｱ臭・かび臭を伴う

	
	
	
	・色　　　　　 　沢
	明黄緑色
	黄緑色
	Ｂより若干の

褐色を帯びる
	黄褐色
	褐　色

	
	
	
	・触　　　　　 　感
	さらっとして清潔
	ＡとＣの中間
	軽い粘性
	ＣとＥの中間
	粘性・発熱・

発かびあり

	
	
	
	・破砕処理

	破砕処理100％

（含む膨軟化処理）
	AとCの中間
	破砕処理50％

（含む膨軟化処理）
	ＣとＥの中間
	無　破　砕

	
	
	
	・加　 水　 処　 理
	２０％加水
	１５％加水
	１０％加水
	５％加水
	無　加　水

	
	
	
	・乳  酸  菌  添  加
	添　　加
	
	
	
	無　添　加


注１）該当部分に○を付けるとともに、飼料分析の結果表を添付すること。

２）記入する調製品の種類は自由とし、２つ以上の調製品について記入している場合は、採点結果の高いものを審査の対象とする。

別記：４－４
出品財の品質調査票（飼料生産部門：子実トウモロコシ、イアコーンサイレージ）

	記入者：
	出品者名：

	品種：

	調　　製　　品　　の　　品　　質
	階　　級
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	
	飼料用トウモロコシの品質

	
	
	子実トウモロコシ

	
	
	
	・水　　　　　 　分
	％

	
	
	
	・刈り取り時期
	完　熟　期
	ＡとＣの中間
	黄　熟　期
	ＣとＥの中間
	糊　熟　期

	
	
	
	・乾　燥　処　理
	機械乾燥
	
	自然乾燥
	
	未　処　理

	
	
	
	・夾雑物の混入
	なし
	僅かにあり

（２～３％）
	若干あり

（４～５％）
	少々あり

（１０％以下）
	多い

（１０％以上）

	
	
	
	・カビの発生
	なし
	僅かにあり

（２～３％）
	若干あり

（４～５％）
	少々あり

（１０％以下）
	多い

（１０％以上）

	
	
	
	・害虫の発生
	なし
	僅かにあり

（２～３％）
	若干あり

（４～５％）
	少々あり

（１０％以下）
	多い

（１０％以上）

	
	
	イアコーンサイレージ

	
	
	
	・水　　　　　 　分
	　　　　％
	・ｐH
	

	
	
	
	・刈り取り時期
	完　熟　期
	ＡとＣの中間
	黄　熟　期
	糊　熟　期
	乳　熟　期

	
	
	
	・香　　　　　 　味
	快甘酸臭

強いアルコール臭
	甘酸臭

アルコール臭
	甘酸なるも若干刺激臭・不快酸臭
	僅かにｱﾝﾓﾆｱ臭・かび臭を伴う
	ｱﾝﾓﾆｱ臭・かび臭を伴う

	
	
	
	・色　　　　　 　沢
	明黄緑色
	黄緑色
	Ｂより若干の

褐色を帯びる
	黄褐色
	褐　色

	
	
	
	・触　　　　　 　感
	さらっとして清潔
	ＡとＣの中間
	軽い粘性
	ＣとＥの中間
	粘性・発熱・

発かびあり

	
	
	
	・破砕処理

	破砕処理100％

（含む膨軟化処理）
	AとCの中間
	破砕処理50％

（含む膨軟化処理）
	ＣとＥの中間
	無　破　砕

	
	
	
	・乳  酸  菌  添  加
	添　　加
	
	
	
	無　添　加


注１）該当部分に○を付けるとともに、飼料分析の結果表を添付すること。

２）記入する調製品の種類は自由とし、２つ以上の調製品について記入している場合は、採点結果の高いものを審査の対象とする。

